
(57)【要約】

【課題】両方の端面に端子１ａ，１ｂを設けた大型の電

池１を上下方向に５段にわたって２列でラック２に収納

し、前後の両面側で配線板３～５を用いてそれぞれ配線

を行うことにより、これらの電池１をモジュール化する

ことができる組電池を提供する。

【解決手段】一方の端面に正極端子１ａが設けられると

共に他方の端面に負極端子１ｂが設けられた電池１を、

両端面を前後方向に向けて、左右方向に２個ずつ、上下

方向に５段にわたってラック２に収納した構成とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 方 の 端 面 に 正 極 端 子 が 設 け ら れ る と 共 に 他 方 の 端 面 に 負 極 端 子 が 設 け ら れ た 電 池 を 、 両
端 面 を 前 後 方 向 に 向 け て 、 左 右 方 向 に 偶 数 個 ず つ 、 上 下 方 向 に 複 数 段 に わ た っ て ラ ッ ク に
収 納 し た こ と を 特 徴 と す る 組 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 複 数 の 電 池 を ラ ッ ク に 収 納 し て モ ジ ュ ー ル 化 し た 組 電 池 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
大 型 の 電 池 は 、 充 放 電 電 流 が 大 電 流 と な る た め に 、 一 方 の 端 面 に 正 極 端 子 を 設 け る と 共 に
他 方 の 端 面 に 負 極 端 子 を 設 け る 方 が 有 利 で あ る 。 な ぜ な ら 、 各 端 面 に は い ず れ か の 極 性 の
端 子 し か な い た め に 、 こ の 端 子 に 外 部 回 路 や 他 の 電 池 の 端 子 と 接 続 す る 配 線 材 の 断 面 積 を
容 易 に 大 き く す る こ と が で き 、 正 負 の 端 子 が 電 池 の 両 端 面 に 分 離 さ れ る た め に 、 絶 縁 対 策
も 容 易 と な る か ら で あ る 。 し か も 、 配 線 材 を 板 状 に す れ ば 、 表 面 積 を 広 げ る こ と が で き る
の で 、 端 子 を 通 じ て 電 池 内 部 か ら 効 率 良 く 放 熱 を 行 う こ と も で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 大 型 の 電 池 の 一 例 を 図 ４ に 示 す 。 こ の 電 池 １ は 、 実 際 に は 内 部 に 複 数 の 単 電 池
を 収 納 し て 一 体 化 し た も の で あ り 、 一 方 の 端 面 （ 図 面 左 下 向 き の 面 ） か ら ６ 個 の 正 極 端 子
１ ａ を 突 出 さ せ る と 共 に 、 他 方 の 端 面 か ら ６ 個 の 負 極 端 子 １ ｂ （ 図 ４ で は 図 示 せ ず ） を 突
出 さ せ て い る 。 正 極 端 子 １ ａ や 負 極 端 子 １ ｂ を こ の よ う に 複 数 個 ず つ 設 け る と 、 充 放 電 の
大 電 流 を こ れ ら 複 数 の 端 子 に 分 散 さ せ る こ と が で き る の で 、 電 池 １ の 内 部 や 外 部 の 配 線 材
で の 電 流 分 布 を 均 一 に す る こ と が で き 、 局 所 的 な 電 流 の 集 中 に よ る 電 圧 降 下 や 発 熱 を 減 少
さ せ る こ と が で き る 。 特 に 配 線 材 を 板 状 と し た 場 合 に は 、 端 子 が １ 個 だ け で あ れ ば 、 こ の
端 子 の 周 辺 に 電 流 が 集 中 す る こ と に な る が 、 複 数 の 端 子 と 接 続 す る こ と に よ り 板 面 全 面 に
電 流 を 分 布 さ せ る こ と が で き 、 板 状 の 配 線 材 の 全 体 を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き る よ う に
な る 。 し か も 、 端 子 が 複 数 個 ず つ 設 け ら れ て い る と 、 内 部 の 発 電 要 素 の 電 極 か ら こ れ ら の
端 子 を 介 し て 外 部 の 配 線 材 に 至 る ま で の 距 離 も 短 く な る の で 、 こ の 間 の 抵 抗 が 小 さ く な る
だ け で な く 、 放 熱 効 率 を 向 上 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 大 型 の 電 池 は 、 片 側 の 端 面 に 正 極 端 子 と 負 極 端 子 を 併 設 し た も の が 一 般 的 で あ
っ た た め に 、 こ の よ う な 電 池 を 多 数 個 直 列 に 接 続 し て モ ジ ュ ー ル 化 す る 場 合 に 、 従 来 は 、
こ れ ら の 電 池 の 上 面 や 前 面 の み で 端 子 の 配 線 を 行 っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 か か る 事 情 に 対 処 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 両 方 の 端 面 に 端 子 を 設 け た
大 型 の 電 池 を 上 下 方 向 に も 複 数 段 に わ た り ラ ッ ク に 収 納 し 、 前 後 の 両 面 側 で 配 線 を 行 う こ
と に よ り 、 こ れ ら の 電 池 を モ ジ ュ ー ル 化 す る こ と が で き る 組 電 池 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 組 電 池 は 、 一 方 の 端 面 に 正 極 端 子 が 設 け ら れ る と 共 に 他 方 の 端 面 に 負 極 端 子 が
設 け ら れ た 電 池 を 、 両 端 面 を 前 後 方 向 に 向 け て 、 左 右 方 向 に 偶 数 個 ず つ 、 上 下 方 向 に 複 数
段 に わ た っ て ラ ッ ク に 収 納 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 左 右 と 上 下 方 向 に 配 置 さ れ た 各 電 池 の 端 子 が ラ ッ ク の 前 後 方 向
を 向 く の で 、 こ の ラ ッ ク の 前 後 の 面 で 配 線 を 行 う こ と が で き る よ う に な る 。 こ の た め 、 配
線 材 を ラ ッ ク の 前 後 両 面 一 杯 に 配 置 す る こ と が 可 能 と な る の で 、 こ の ラ ッ ク の 前 面 だ け で
配 線 を 行 う 場 合 よ り も 配 線 材 の 断 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 大 電 流 を 容 易 に 流 す こ と
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が で き る よ う に な る 。 ま た 、 こ の 配 線 材 の 表 面 積 も ラ ッ ク の 前 後 両 面 を 用 い て 十 分 に 広 く
す る こ と が で き る の で 、 各 電 池 の 内 部 で 発 生 す る 熱 を 端 子 を 通 じ て 効 率 良 く 外 部 に 放 出 す
る こ と が で き る よ う に な る 。 さ ら に 、 ラ ッ ク の 前 後 の 各 面 で は 、 各 電 池 の 端 子 が 一 方 の 極
性 の み で あ る こ と か ら 配 線 材 の 接 続 が 単 純 に な る の で 、 こ の 配 線 の 作 業 性 を 向 上 さ せ る こ
と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
な お 、 本 発 明 の 組 電 池 は 、 一 方 の 端 面 に 正 極 端 子 が 設 け ら れ る と 共 に 他 方 の 端 面 に 負 極 端
子 が 設 け ら れ た 電 池 を 、 こ れ ら の 端 子 の 極 性 が 隣 接 す る も の 同 士 で 逆 向 き と な る よ う に 両
端 面 を 前 後 方 向 に 向 け て 、 左 右 方 向 に 偶 数 個 、 上 下 方 向 に 複 数 段 に わ た り ラ ッ ク に 収 納 し
、 上 下 方 向 に 並 ぶ 各 列 の 電 池 の 端 子 を そ れ ぞ れ 直 列 に 接 続 す る と 共 に 、 最 上 段 と 最 下 段 に
お い て 、 交 互 の 列 間 で 左 右 方 向 に 隣 接 す る 電 池 の 端 子 を 直 列 に 接 続 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う に す れ ば 、 こ の 組 電 池 は 、 上 下 方 向 に 並 ぶ 電 池 の 列 が 偶 数 列 と な る の で 、 最 上 段
又 は 最 下 段 の 左 右 方 向 の 両 端 の 電 池 の 端 子 か ら 外 部 へ の 接 続 を 行 う こ と が で き 、 無 駄 な 配
線 の 引 回 し が 不 要 と な る 。 例 え ば 外 部 へ の 接 続 を 最 上 段 か ら 行 う 場 合 に は 、 最 下 段 に お け
る 左 右 方 向 の 一 方 の 端 か ら 奇 数 番 目 の 電 池 と そ の 先 に 隣 接 す る 電 池 の 端 子 を 直 列 に 接 続 す
る と 共 に 、 最 上 段 に お け る 左 右 方 向 の 一 方 の 端 か ら 偶 数 番 目 の 電 池 と そ の 先 に 隣 接 す る 電
池 の 端 子 を 直 列 に 接 続 す れ ば よ い 。 ま た 、 電 池 が ２ 列 だ け し か 配 置 さ れ な い 場 合 に は 、 偶
数 番 目 の 電 池 の 先 に 隣 接 す る 電 池 が 存 在 し な い の で 、 最 下 段 で 左 右 方 向 に 隣 接 す る 電 池 だ
け を 直 列 に 接 続 す れ ば よ い こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ ～ 図 ３ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 図 １ は 斜 め 前 方 か ら 見 た 組 電 池 の
斜 視 図 、 図 ２ は 斜 め 後 方 か ら 見 た 組 電 池 の 斜 視 図 、 図 ３ は 上 下 配 線 板 を 取 り 付 け る 前 の 組
電 池 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 実 施 形 態 は 、 図 ４ に 示 し た 大 型 の 電 池 １ を １ ０ 個 直 列 に 接 続 し モ ジ ュ ー ル 化 し た 組 電 池
に つ い て 説 明 す る 。 こ れ ら １ ０ 個 の 電 池 １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 左 右 方 向 に ２ 個 、 上 下
方 向 に ５ 段 に わ た っ て ラ ッ ク ２ に 収 納 さ れ る の で 、 上 下 方 向 に ５ 個 ず つ 並 ん だ 列 が 左 右 に
２ 列 配 置 さ れ る こ と に な る 。 ラ ッ ク ２ は 、 左 右 方 向 の 両 側 面 と 底 面 及 び 天 井 面 を 覆 い 前 後
方 向 の 両 面 を 開 放 し た 枠 体 で あ り 、 底 面 を 含 む ５ 段 の 棚 板 上 に 左 右 に 並 べ た ２ 個 の 電 池 １
を そ れ ぞ れ 収 納 す る よ う に な っ て い る 。 こ れ ら の 電 池 １ は 、 ６ 個 ず つ の 正 極 端 子 １ ａ と 負
極 端 子 １ ｂ を 突 出 さ せ た 両 端 面 を 前 後 方 向 に 向 け て こ の ラ ッ ク ２ に 収 納 さ れ る よ う に し 、
こ れ ら の 端 子 １ ａ ， １ ｂ が 開 放 さ れ た 前 後 の 両 面 に 露 出 す る よ う に し て い る 。 ま た 、 こ れ
ら の 電 池 １ は 、 左 右 及 び 上 下 に 隣 接 す る も の の 前 方 を 向 く 端 面 に 正 極 端 子 １ ａ が 突 出 し て
い る 場 合 に は 、 こ の 前 方 を 向 く 端 面 に 負 極 端 子 １ ｂ が 突 出 す る よ う な 向 き で 配 置 さ れ 、 こ
れ ら の 端 子 １ ａ ， １ ｂ が 隣 接 す る も の 同 士 で 逆 極 性 と な る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 ラ ッ ク ２ に 収 納 さ れ た 電 池 １ の 端 子 １ ａ ， １ ｂ に は 、 上 下 配 線 板 ３ が 接 続 さ れ る 。 上
下 配 線 板 ３ は 、 上 下 方 向 に 長 い 長 方 形 状 を 有 す る 導 電 性 の 高 い 銅 板 等 か ら な り 、 上 半 分 に
例 え ば 電 池 １ の ６ 個 の 正 極 端 子 １ ａ を 接 続 す る と 、 下 半 分 に こ の 下 側 に 隣 接 す る 電 池 １ の
負 極 端 子 １ ｂ を 接 続 す る 。 こ れ ら の 端 子 １ ａ ， １ ｂ と の 接 続 は 、 各 端 子 １ ａ ， １ ｂ の ボ ル
ト 部 を 上 下 配 線 板 ３ の 接 続 孔 に 貫 通 さ せ て ナ ッ ト で 締 め 付 け る こ と に よ り 行 う 。 た だ し 、
こ の 上 下 配 線 板 ３ は 、 ラ ッ ク ２ の 前 面 側 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 下 か ら １ 段 目 と ２ 段 目
の 電 池 １ の 間 及 び ３ 段 目 と ４ 段 目 の 電 池 １ の 間 を 接 続 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て 、 ５ 段 目
の 最 上 段 の 電 池 に は 接 続 さ れ な い 。 ま た 、 ラ ッ ク ２ の 後 面 側 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 下
か ら ２ 段 目 と ３ 段 目 の 電 池 １ の 間 及 び ４ 段 目 と ５ 段 目 の 電 池 １ の 間 を 接 続 す る よ う に 取 り
付 け ら れ て 、 １ 段 目 の 最 下 段 の 電 池 に は 接 続 さ れ な い 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 ラ ッ ク ２ の 最 下 段 に 収 納 さ れ た 電 池 １ の 端 子 １ ａ ， １ ｂ に は 、 後 面 側 で 左 右 配 線 板 ４
が 接 続 さ れ る 。 左 右 配 線 板 ４ は 、 左 右 方 向 に 長 い 長 方 形 状 を 有 す る 導 電 性 の 高 い 銅 板 等 か
ら な り 、 右 半 分 に 例 え ば 電 池 １ の ６ 個 の 正 極 端 子 １ ａ を 接 続 す る と 、 左 半 分 に こ の 左 側 に
隣 接 す る 電 池 １ の 負 極 端 子 １ ｂ を 接 続 す る 。 ま た 、 こ の ラ ッ ク ２ の 最 上 段 に 収 納 さ れ た 電
池 １ の 端 子 １ ａ ， １ ｂ に は 、 そ れ ぞ れ 前 面 側 で 外 部 接 続 用 配 線 板 ５ が 接 続 さ れ る 。 外 部 接
続 用 配 線 板 ５ は 、 上 下 配 線 板 ３ の ほ ぼ 上 下 半 分 の 大 き さ の 長 方 形 状 を 有 し 上 端 部 か ら 折 れ
曲 が っ た 接 続 部 ５ ａ を 突 設 し た 導 電 性 の 高 い 銅 板 等 か ら な り 、 長 方 形 状 の 部 分 に 電 池 １ の
６ 個 の 正 極 端 子 １ ａ 又 は 負 極 端 子 １ ｂ を 接 続 す る 。 ま た 、 こ れ ら の 外 部 接 続 用 配 線 板 ５ の
接 続 部 ５ ａ は 、 ラ ッ ク ２ の 天 井 面 の 上 に 配 置 さ れ る 。 な お 、 こ れ ら の 左 右 配 線 板 ４ や 外 部
接 続 用 配 線 板 ５ と 端 子 １ ａ ， １ ｂ と の 接 続 は 、 上 下 配 線 板 ３ の 場 合 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 ラ ッ ク ２ に 収 納 さ れ た １ ０ 個 の 電 池 １ は 、 上 下 配 線 板 ３ と 左 右 配 線 板
４ と に よ っ て Ｕ 字 状 の 並 び 順 で 直 列 に 接 続 さ れ 、 最 上 段 の ２ 個 の 電 池 １ の 端 子 １ ａ ， １ ｂ
に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 外 部 接 続 用 配 線 板 ５ の 接 続 部 ５ ａ を 介 し て 外 部 と 接 続 す る こ と が で
き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 結 果 、 本 実 施 形 態 の 組 電 池 に よ れ ば 、 ラ ッ ク ２ の 前 後 側 で そ れ ぞ れ 配 線 板 ３ ～ ５ を 取
り 付 け る こ と に よ り 配 線 を 行 う こ と が で き る の で 、 こ の 配 線 作 業 を 単 純 で 容 易 な も の に す
る こ と が で き る 。 即 ち 、 こ れ ら ラ ッ ク ２ の 前 後 側 で は 、 各 電 池 １ か ら 正 極 端 子 １ ａ 又 は 負
極 端 子 １ ｂ の い ず れ か 一 方 の 極 性 の 端 子 １ ａ ， １ ｂ し か 突 出 し て い な い の で 、 １ 個 の 電 池
か ら 両 極 の 端 子 が 突 出 し て い る 場 合 の よ う に 配 線 が 複 雑 に な る よ う な こ と が な い 。 ま た 、
板 状 の 配 線 板 ３ ～ ５ は 、 こ の ラ ッ ク ２ の 前 後 の ほ ぼ 全 面 を 覆 う よ う に 取 り 付 け ら れ る の で
、 断 面 積 を 十 分 に 大 き く し て 大 電 流 を 容 易 に 流 す こ と が で き る と 共 に 、 表 面 積 も 十 分 に 大
き く し て 放 熱 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 各 電 池 １ の 両 端 面 に は ６ 個 ず つ の
端 子 １ ａ ， １ ｂ が 設 け ら れ て い る の で 、 配 線 板 ３ ～ ５ 上 で の 電 流 分 布 を 均 一 に し て 広 い 板
状 の 全 体 を 有 効 に 利 用 す る こ と が で き る よ う に な る 。 し か も 、 直 列 接 続 さ れ た １ ０ 個 の 電
池 １ は 、 最 上 段 の ２ 個 の 電 池 １ に 取 り 付 け ら れ た 外 部 接 続 用 配 線 板 ５ か ら 外 部 に 接 続 さ れ
る の で 、 無 駄 な 配 線 の 引 き 回 し を 行 う こ と な く 、 効 率 良 く 接 続 を 行 う こ と が で き る よ う に
な る
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 ５ 段 の 電 池 １ を ２ 列 に 配 置 し た 場 合 を 示 し た が 、 こ の 段 数 は ２
段 以 上 で あ れ ば 何 段 で も よ く 、 列 数 も １ 列 以 上 で あ れ ば 何 列 で も よ い 。 た だ し 、 列 数 を 偶
数 列 に す れ ば 、 上 記 実 施 形 態 の よ う に 列 方 向 に 沿 っ て 直 列 接 続 す る こ と に よ り 、 外 部 接 続
用 配 線 板 ５ を 最 上 段 か 最 下 段 に 配 置 す る こ と が で き 、 無 駄 な 配 線 の 引 き 回 し を 防 止 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 電 池 １ を 列 方 向 に 沿 っ て 直 列 に 接 続 す る 配 線 を 示
し た が 、 こ の 配 線 方 法 は 任 意 で あ り 、 電 池 １ の 向 き も そ の 配 線 方 法 に 応 じ て 適 宜 変 更 す る
こ と が で き る 。 し か も 、 電 池 １ を 全 て 直 列 に 接 続 す る 必 要 も な く 、 一 部 又 は 全 部 を 並 列 に
接 続 し た り 、 全 て の 電 池 １ を １ 個 以 上 の 電 池 １ か ら な る 組 に 分 け て 、 こ れ ら の 組 間 で は 互
い に 全 く 接 続 さ れ な い よ う に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 単 電 池 を 複 数 個 組 み 合 わ せ て 組 電 池 と し た 電 池 １ を 用 い る 場 合
を 示 し た が 、 単 電 池 そ の も の を 電 池 １ と し て 用 い る こ と も で き る 。 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態
で は 、 両 端 面 に ６ 個 ず つ の 端 子 １ ａ ， １ ｂ を 設 け た 電 池 １ を 用 い る 場 合 を 示 し た が 、 こ の
端 子 １ ａ ， １ ｂ の 個 数 に は 制 限 は な く 、 １ 個 ず つ の 場 合 に も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き
る 。 た だ し 、 上 記 の よ う に 配 線 板 ３ ～ ５ 上 の 電 流 分 布 を 均 一 化 す る た め に は 、 端 子 １ ａ ，
１ ｂ が 複 数 個 ず つ 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 電 池 １ の 配 線 に 銅 板 等 か ら な る 配 線 板 ３ ～ ５ を 用 い る 場 合 を 示
し た が 、 導 電 性 の 良 い 配 線 材 で あ れ ば ど の よ う な も の を 用 い て も よ く 、 例 え ば 棒 状 の 接 続
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バ ー や ケ ー ブ ル 又 は ワ イ ヤ 等 を 用 い る こ と も で き る 。 た だ し 、 板 状 の 配 線 板 ３ ～ ５ を 用 い
た 場 合 に は 、 断 面 積 だ け で な く 表 面 積 も 十 分 に 大 き く す る こ と が で き る の で 、 放 熱 効 率 を
高 め る 上 で は 有 利 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 組 電 池 に よ れ ば 、 ラ ッ ク の 前 後 両 面 を 配 線 の た
め に 有 効 に 利 用 で き る の で 、 配 線 材 の 電 流 容 量 を 大 き く し て 放 熱 効 率 も 高 め る こ と が で き
、 配 線 の 作 業 性 も 向 上 さ せ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 斜 め 前 方 か ら 見 た 組 電 池 の 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 斜 め 後 方 か ら 見 た 組 電 池 の 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 上 下 配 線 板 を 取 り 付 け る 前 の 組 電 池 の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 一 方 の 端 面 に 正 極 端 子 を ６ 個 設 け 、 他 方 の 端 面 に 負 極 端 子 を ６ 個 設 け た 電 池 の 斜
視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 電 池
１ ａ 　 正 極 端 子
１ ｂ 　 負 極 端 子
２ 　 　 ラ ッ ク
３ 　 　 上 下 配 線 板
４ 　 　 左 右 配 線 板
５ 　 　 外 部 接 続 用 配 線 板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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